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目的 実施項目 具体的な方針（検討→実施）の一例

場所、施設内容等について検討する。 （福祉機能や地場産品の直売施設等）

拠点施設に必要な機能等について、関係者の意見を収集・調整する。

生活交通システムの検討 デマンド交通など現状に合った公共交通のあり方について検討する。

道路の維持・整備 安全な道路網の整備と、道路環境の維持について検討する。

ゴミ不法投棄の撲滅 定期的なパトロール、清掃活動を実施する。

災害弱者対策
災害弱者名簿の作成を検討する。（非常時や避難時に積極的に安否を確認すべ
き対象者の把握）

情報環境の整備 携帯、地デジ、インターネット、CATV等の情報環境整備を推進する。

空き家の利活用 住環境を守り、地域の活性化を図るため、空き家の活用を推進する。

植樹等による共用化を検討する。

無償貸出による維持管理システム等について検討する。（無償貸出の対価として
維持管理を任せる等）

ゆず栽培地の維持、拡大及び果実等の活用方法を検討する。

あまごの完全養殖の拡大及び販路の確保について検討する。

米川産品を積極的にPRする。

水源地や景観を守る活動を継続する。

間伐材の有効活用を検討する。

各種施設の有効活用 公共施設の有効活用による地域振興について検討する。

ハイキングコース等の整備 既存のハイキングコースの維持及び新たなコースについて検討する。

既存イベントの継続及び魅力の向上について検討する。

水遊びができる河川（施設）の利便性向上について検討する。

地域特性を生かしたイベント等について検討する。（水資源などの効果的活用。）

地域外イベントへの参加や、地域外団体等との協働により、地域の活性化を図る。

積極的な情報発信 イベントや観光資源を効果的に周知する手法について検討する。

　○市街地へのアクセスが良好であることを最大限に生かした活動の検討。

人工林等の保全、整備（間伐材の活用）

農産物等の独自ブランド開発

下松市米川地区「夢プラン」

（共通課題等）

　○地域外人材の引込み。

　○参加割合の少ない、若者及び女性の活動への引込み。

地域活動拠点施設の整備
コミュニティ機能
の充実

観光振興・交流

農用地の保全と荒廃地の活用

イベント等による地域内外の交流

安心安全な
暮らしの維持

地域振興

※荒廃地の増加抑制
※地場産品の直売所等
についてはコミュニティ
機能とあわせて検討


